
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆  

中東危機が石油とガスの価格を高騰させており、燃料費や公共料金に

直接的な影響を及ぼしてきている。また今後、生産現場や物流など連鎖

的な影響は確実に出てくるものと思われます。 

エネルギーコスト上昇はインフレ率を押し上げ、更に金利が引き上げられ

ると住宅ローンなども上昇し、物価高騰の状況の折に更に家計の負担が

増え そうな状況である。 

1970 年代のオイルショックでは世界的に物価が高騰して景気後退を招

いた。日本はこの時にスタグフレーションを経験している。近年ではウクライナ

情勢による資源価格上昇や円安などがあり、スタグフレーションの方向に

向かっている状況ですが、更に加速する事が懸念されます。 

スタグフレーションとは➡景気が停滞しているのに物価が上昇する状態 
 

現状でも物価高騰・人手丌足で下記大型事業はやりたくても出来ない状

況に陥っているが、益々厳しくなってくるのは確実。松尾市長はあれもこれも

と言っているができるのか？➡事業の選択と集中が必要だと考えます。 
 

①市役所２拠点化事業←合計６４５億円  

・新庁舎建設➡１９６億円  

・現庁舎建て替え➡１４９億円 

・深沢地域整備事業➡300 億円 
 

②各大型事業予算←合計２７３億円 

・村岡新駅４３億円、名越ごみ中継施設５４億円 

・市営住宅１２２億円、鎌倉漁港５４億円 
 

③下水道老朽化対応←合計７６１億円 

・山崎下水道終末処理場⇒耐震基準を満たしていない 

・七里ガ浜下水道終末処理場⇒耐震基準を満たしていない 

・汚水中継ポンプ場 5箇所が津波浸水により機能停止の恐れ 

・一般競争入札 2024 年は 44 件あったが 20 件が入札丌調 

第 202 号 5 期目１6号 メール：kamakurasi@gmail.com 

中東情勢が混沌としている中で市長は箱物優先

の市政運営にまい進している。来年度予算で深

沢新庁舎の基本設計を行い、費用がいくらかか

るのか？算出して９月までに公表するとの事。 

③汚水管渠 490km 

耐用年数 50 年越え

127km(25.9%) 

・開削工法➡22万円/1m 

➡127Km で２７9 億円 

・管更生工法➡18 万円

/1m➡127Km で２２8 億円 

④道路・橋梁整備 

⑤学校空調設備設置 

⑥学校校舎建て替え 

③④⑤

が最優

先では 

◆  

 

 
☝実際に上がって支給された金額 
 

我々議員はいわゆる個人事業主と同じで「社会保険料」は全て自分で払いま

す。議会の通勤手当、住宅手当などは一切支給はされません。 福利厚生も

殆どありません。政務活動費が年間最大 60 万円まででます。 
 

※私の源泉徴収票 

 

一般の会社のボーナ

ス(期末手当)の値上

げです 

我々会派「公正と法」

だけが反対(中澤克之,

津野てるひさ,重黒木優

平,長嶋竜弘) 
他の議員は無所属も

含めて全員賛成。 
(中沢議長は裁決には加

わりません、我々会派で

すので委員会では反対) 
 



 
 

 

 

  
                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…鎌倉市 HP より引用

特定の目的のために財産を維持・運用、条例に基づいて設置します。将来のリ

スクに備える為の貯蓄でもあります。家計における貯金のような役割。 

 

◆ (借入金) …鎌倉市 HP より引用 

 
 
 

 

令和 6

年度鎌

倉市一

般会計

決算額 

↓↓↓ 

◎歳入

決算額 

➡777億 

◎歳出

決算額 

➡738億 


